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(Ⅰ) 中川流域関連草加公共下水道事業計画の変更を必要とする理由 
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(Ⅰ) 事業計画の変更を必要とする理由 

本市は、昭和 30 年代後半からの急激な都市化や人口増加によって、市民生活に様々な影響を与え

る居住環境の悪化、都市基盤整備の立ち遅れ等の問題が累積されてきたことに対応するため、快適都

市を目指し着々と各種事業を実施してきました。 

その中で下水道事業については、中川流域下水道事業の着手を機に、当該事業と計画を整合させ、

昭和 48 年に事業認可を取得し、順次事業を進めてきました。これにより、令和元年度末で、認可区域約

2,503ha のうち約 2,442ha が整備されています（整備率 97.6%）が、事業期間内に整備が完了できないた

め、平成 33 年 3 月 31 日（令和 3 年 3 月 31 日）までの事業期間を令和 7 年 3 月 31 日までに延伸し、

生活環境の改善及び公共用水域の水質保全を図るものです。 
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(Ⅱ) 中川流域関連草加公共下水道事業変更計画書 

 

流 域関連公共 下水 道

管 理 者
 草加市長  浅井 昌志

工 事 着 手 の 年 月 日 昭和 48 年 1 月 22 日

 
工事完成の予定年月日

 
平成 33 年 3 月 31 日

令和 7 年 3 月 31 日
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(第 1 表) 分流式汚水 
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(第 1 表) 分流式雨水 
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(第 2 表) 
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(第 3 表) 分流式汚水 

赤字：変更前 
黒字：変更後 
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赤字：変更前 
黒字：変更後 
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赤字：変更前 
黒字：変更後 
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(第 3 表) 分流式雨水 
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(第 4 表) 
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(Ⅲ) 草加公共下水道事業計画変更説明書 
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（1） 下水道計画の概要 

草加市は、昭和30年代後半からの急激な都市化や人口増加によって、市民生活に影響をあた

える居住環境の悪化、都市基盤整備の立ち遅れ等問題が累積されている。 

これに対応するため、快適都市を目指し、着々と各種の事業を実施しているが、その中で下水

道事業は、中川流域下水道事業の着手を機に、本市においてもこの計画に合わせ、昭和 48 年に

認可を受けて下水道事業を進めてきた。 

本市の下水道事業の基本となる基本計画は、上位計画である「中川流域下水道計画」と整合を

図り策定されてきたが、社会情勢、経済情勢等の変化からこの上位計画が今回見直されたことに

より、本市の基本計画も上位計画と整合を図ることとする。 

一方、本市の下水道事業は、昭和 48 年度に当初認可を受け、以来次のような経過をたどって

いる。 

なお、雨水の事業計画区域は第 10 期事業計画までは汚水と同じ事業計画区域としていたが､

前回の 11 期事業計画では事業計画区域を拡大していない。 

 

＜第 1 期事業計画区域＞                                ※（ ）内は現名称 

本計画区域は、草加駅及び谷塚駅を含む本市の中心市街地 340ha である。標高は、3.0ｍ～

1.5ｍであるが全般的に平坦である。主な道路としては、南北に県道足立越谷線、主要地方道

浦和草加線（県道さいたま草加線）、東西に県道鶴ヶ曽根草加線（県道草加八潮三郷線）、主

要地方道松戸草加線がある。また区域のほぼ中央部に伝右川が北から南へ流れている。 

土地利用の現況は、商店、住宅、工場が混在する密集地域である。 

＜第 2 期事業計画区域＞ 

区域は第１期事業区域と同じである。 

＜第 3 期事業計画区域＞ 

本市の南東端で、主要地方道草加流山線及び古綾瀬川以南の地域 140ha である。標高は

3.0ｍ～2.0ｍで東から西へとゆるやかに傾斜している。主な道路としては、南北に都計道路 3・

4・13八潮越谷線（県道越谷八潮線）と、東西に都計道路3・4・21草加彦成線（県道草加八潮三

郷線）である。 

また区域の東側には葛西用水が北から南へと流れている。 

土地利用の現況は、稲荷町土地区画整理事業区域に代表される住宅地域とその周辺の大

工場を含む工場地域である。 
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＜第 4 期事業計画区域＞ 

本区域は、東武鉄道伊勢崎線（東武スカイツリーライン）の西側、草加駅、谷塚駅の両駅前を

中心とする約 55ha の地域である。標高は、3.5ｍ～2.0ｍの範囲にあるほぼ平坦な地形である。

主な道路としては、南北に区画整理に伴う都計道路 3・4・8 谷塚松原、東西に都計道路 3・3・3

草加三郷線（県道川口草加線）が計画されている。また東武鉄道伊勢崎線（東武スカイツリーラ

イン）の高架事業に伴い鉄道に沿って区画街路 5 号線、8 号線が設けられる。 

土地利用の現況は、一部の畑を除き宅地化が進行しつつある地域である。 

 ＜第 5 期事業計画区域＞ 

本区域は、東西を綾瀬川と国道 4 号に、南北を県道浦和流山線（県道さいたま草加線）と外

環状道路に囲まれた約 164ha の区域である。標高は 3.0ｍ～2.0ｍの範囲にあるほぼ平坦な地

形である。 

土地利用の現況は、一部の畑を除き宅地化が進行しつつある地域であり、都市基盤整備公

団松原団地（ＵＲ都市機構コンフォール松原）を含んでいる。 

＜第 6 期事業計画区域＞ 

本区域は、草加第 1－2 処理分区、草加第 3 処理分区、草加第 5 処理分区、草加第 8 処理

分区、草加第 9 処理分区の 5 つの処理分区からなる約 534ha の区域である。草加第 1－2 処理

分区は、東西を外環状道路、主要地方道草加・流山線に、南北を綾瀬川と古綾瀬川に囲まれ

た約 176ha の区域である。草加第 3 処理分区は、東西を辰井川と県道吉場安行東京線に、南

北を毛長川と川口市との行政界に囲まれた約 50ha の区域である。草加第 5 処理分区は、東西

を県道浦和草加線（市道 1046 号線）と都計道路 3・4・7 浦和流山線（県道さいたま草加線）に囲

まれた約 45ha の区域である。草加第 8 処理分区は、公団新栄町団地と新田西部区画整理地

区の一部を含み、伝右川、国道 4 号、都計道路 3・4・7 浦和流山線（県道さいたま草加線）、川

口市との行政界に囲まれた約202haの区域である。草加第9処理分区は、東西を伝右川と都計

道路 3・4・7 浦和流山線（県道さいたま草加線）に、南北を東武鉄道伊勢崎線（東武スカイツリー

ライン）と国道 4 号に囲まれた約 61ha の区域である。 

土地利用の現況は草加第 1－2 処理分区に工業地域、草加第 3 処理分区に準工業地域が

ある他は、住宅地である。 

＜第 7 期事業計画区域＞ 

本区域は、草加第 1－1 処理分区、草加第 1－2 処理分区、草加第 2 処理分区、草加第 3

処理分区、草加第 4 処理分区、草加第 5 処理分区、草加第 8 処理分区、草加第 9 処理分区の

8 つの処理分区からなる約 720ha の区域である。草加第 1－1 処理分区は、外環状道路より北
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側の約 163ha の区域である。草加第 1－2 処理分区は、古綾瀬川、綾瀬川、主要地方道草加流

山線に囲まれた約 45ha の区域である。草加第 2 処理分区は、八潮市との行政界、葛西用水、

主要地方道草加流山線、古綾瀬川、外環状道路に囲まれた約 99ha の区域である。草加第 3

処理分区は、毛長川、県道吉場安行東京線、県道川口草加線に囲まれた約 109ha の区域であ

る。草加第4処理分区は、東武鉄道伊勢崎線（東武スカイツリーライン）より北側で辰井川、国道

4 号で囲まれ市営柳島住宅までに至る約 65ha の区域である。草加第 5 処理分区は、東武鉄道

伊勢崎線（東武スカイツリーライン）、国道 4 号、県道川口草加線で囲まれた約 44ha の区域であ

る。草加第 8 処理分区は、国道 4 号、伝右川に囲まれ清門町、長栄町を含む約 143ha の区域

である。草加第 9 処理分区は、外環状道路より北側で県道金明町鳩ヶ谷線に至る約 52ha の区

域である。 

土地利用の現況は、草加第 1－2 処理分区、草加第 2 処理分区に工業地域、工業専用地域

があり、他の処理分区も一部準工業地域があるが、大部分は住宅地である。 

 ＜第 8 期事業計画区域＞ 

本区域は、草加第 1－1 処理分区、草加第 3 処理分区、草加第 4 処理分区、草加第 5 処理

分区、草加第 9 処理分区の 5 つの処理分区からなる約 407ha の区域である。草加第 5 処理分

区以外の上記の処理分区は、市街化区域の残りを追加認可区域とすることにより市街化区域

全域が認可区域となり、草加第 1－1 処理分区約 57ha、草加第 3 処理分区約 93ha、草加第 4

処理分区約 102ha、草加第 9 処理分区約 115ha の区域である。 

草加第 5 処理分区は、国道 4 号と東武鉄道伊勢崎線（東武スカイツリーライン）に挟まれた県

道川口草加線より北側の約 40ha の区域である。 

土地利用の現況は、新田駅周辺と国道 4 号沿いに商業系の用途地域、県道吉場安行東京

線及び県道川口草加線沿いに準工業地域がある他は、大部分住居系の用途地域となってい

る。 

＜第 9 期事業計画区域＞ 

本区域は、草加第 5 処理分区と草加第 8 処理分区の約 82ha の区域であり、この追加認可に

より市街化区域全域（平成 14 年度時点の約 2,474ha）が認可対象区域となる。 

草加第 5 処理分区は、氷川町区画整理事業区域に属す約 76ha の区域であり、草加第 8 処

理分区は越谷市と綾瀬川に挟まれた約 6ha の区域である。 

土地利用の現況は、住居系用途地域となっている。 

＜第 10 期事業計画区域＞ 

区域は第 9 期事業区域と同じである。 
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＜第 11 期事業計画区域＞ 

本区域は、草加第 1－１処理分区の約 29ha の区域である。区域は、八条用水西側の市街化

区域に隣接した既存宅地と中学校及び八条用水東側のそうか公園及び公共公益施設である。 

表－1 に基本計画及び事業計画の新旧対照表、表－2 に公共下水道事業の経緯表を示す。 

 

今回の事業期間の延伸に併せ、都市計画決定での処理分区毎の面積と整合を図り、草加第 1

－１処理分区 1.1ha、草加第 2 処理分区 5.9ha の計 7ha を修正し、事業計画区域を約 2,503ha と

する。（軽微な変更扱い） 
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表-１ 基本計画及び事業計画の新旧対照表

 
注：既認可区域から 7ha を修正（35 ページ参照） 
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                    表-2 公共下水道事業表経緯 
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表-2 公共下水道事業表経緯 
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（2） 下水の排除の現況 

本市の下水道事業は、昭和 48 年度に既成市街地を中心とする汚水 340ha、雨水 334ha の事業

認可を得て、公共下水道として出発した。その後、第 2 期～第 13 期事業計画を経て令和元年度

末での普及率（整備人口／行政人口）は約 97.9％となっている。 

また、雨水は農業用水として使用されていた水路がほとんどで、集中的な多量の降雨に耐え切

れず、道路冠水、床下浸水などが発生する地域もある。そこで、浸水解消の為、雨水管渠の整備

についても鋭意努力中である。 

また、市の河川事業として古綾瀬川,横手堀川,七左ェ門川（いずれも準用河川事業）及び金右

衛門川、中井堀川（いずれも普通河川事業）の整備が行われ完了している。 

 

（3） 予定処理区域及びその周辺の地形及び土地の用途 

イ． 地形及び土地の利用状況 

本市は埼玉県の東南部に位置し東西 7.24 ㎞、南北 7.60 ㎞、海抜 4.2ｍ～1.5ｍの低地帯で

行政面積 27.42 ㎞２を有し、市域の中心部には南北に横断する国道 4 号草加バイパス及び県道

足立越谷線と東武鉄道伊勢崎線（東武スカイツリーライン）が走り、首都近郊都市として急速に

発展している。 

地質は、幾多の星霜を経て古代の東京湾が隆起したところで、古利根川、綾瀬川、毛長川等

が土砂を押し流し堆積してできた沖積層である。 

地形は、平坦な地形のほぼ中心部を綾瀬川、伝右川、古綾瀬川が北から南へと流れ、また

市域の東端には中川（古利根川）、南端には毛長川が流れている。土地の高低はほとんど見ら

れないが、北部がわずかに高く南部へと傾斜している。 

一方、土地の利用状況は、行政面積約 2,742ha のうち市街化区域面積は約 2,502ha で約

91.2％を占めている。住居系の用途地域は市街化区域の約 75.9％を占めており、商業系、工

業系の用途地域はそれぞれ約 4.4％及び約 19.7％となっている。 

 

ロ． 下水の排除方式及びその決定の理由 

「中川流域下水道計画」は、中川及び綾瀬川等の公共用水域の水質保全と生活環境改善の

早期目的達成のため分流式を採用しており、本事業計画においても分流式とする。 

 

ハ． 予定処理区域及びその決定の理由 

予定処理（排水）区域は、昭和 47 年度において認可された本市の中心部の市街地約 340ha
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に、昭和 57 年度に追加された稲荷町一帯約 140ha、昭和 60 年度に追加された氷川町（草加駅

西側）土地区画整理事業と谷塚駅西口住宅街区整備事業の区域を含む約 55ha、昭和 63 年度

に追加された松原団地（コンフォール松原）を含む周辺地区約 164ha、平成 2 年度に追加され

た草加第 1-2 処理分区、草加第 3 処理分区、草加第 5 処理分区、草加第 8 処理分区、草加第

9 処理分区の各一部区域の合計約 534ha、平成 5、6 年度に追加された草加第 1-1 処理分区、

草加第 1-2 処理分区、草加第 2 処理分区、草加第 3 処理分区、草加第 5 処理分区、草加第 8

処理分区、草加第 9 処理分区の合計約 720ha、平成 10 年度に追加された草加第 1-1 処理分

区、草加第 3 処理分区、草加第 4 処理分区、草加第 5 処理分区、草加第 9 処理分区の合計約

439haの区域、平成14年度に追加された草加第5処理分区、草加第8処理分区の合計約82ha

の区域、平成 19 年度に追加された草加第 1-1 処理分区の約 29ha を加えた約 2,503ha を処理

区域とする。 

今回の事業期間の延伸に併せ、都市計画決定での処理分区毎の面積と整合を図り、草加第

1－１処理分区 1.1ha、草加第 2 処理分区 5.9ha の計 7ha を修正し、約 2,503ha を処理区域とす

る。（軽微な変更扱い） 

表－3 に全体計画区域及び事業計画区域の処理分区面積を、表－4 にその用途地域別面

積を示す。 

表－5 に全体計画区域及び事業計画区域の雨水排水区別面積を示す。 

 

ニ． 管渠及びポンプ場の位置の決定理由 

＜汚水＞ 

管渠は公道全般に埋設する。また、地形、道路網及び他の埋設物の状況を調査して流入汚

水をできるだけ早く幹線に接続させるよう、且つ効率的整備ができるように管渠の位置を決定し

た。 

なお、予定処理区域内にはポンプ場はない。 

＜雨水＞ 

管渠施設の決定は、放流先の位置、既存水路及び道路幅員等を考慮して決定した。なお排

水区域内の地形と放流先の状況から強制排水区域と自然流下排水区域に分けた。これによる

ポンプ場として中央ポンプ場。松江第１、松江第２排水機場、松原排水機場、長栄排水機場、

新里排水機場の 6 箇所を決定し、少水量の排水対応として揚水機付きゲート施設を決定した。 

また、綾瀬川左岸第 4 排水区は、地形及び現況水路の状況から八潮市へ流入する排水計

画とした。 
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表-5 全体計画区域及び事業計画区域の雨水排水区別面積 

全体 事業 全体 事業 全体 事業 全体 事業

第1排水区 5.00 5.0 第1排水区 4.30 4.3 第1排水区 11.10 11.1 第1排水区 4.00 4.0

第2排水区 1.60 1.6 第2-1排水区 2.80 2.8 第2排水区 1.50 1.5 第2排水区 1.70 1.7

第3排水区 6.80 - 第2-2排水区 4.20 4.2 第3排水区 2.70 2.7 第3排水区 1.40 1.4

第4排水区 44.10 44.1 第2-3排水区 4.60 4.6 第4排水区 3.40 3.4 第4排水区 1.60 1.6

小計 57.50 50.7 第3-1排水区 2.20 2.2 小計 18.70 18.7 第5排水区 2.70 2.7

第3排水区 1.60 1.6 第3-2排水区 7.90 7.9 第1-1排水区 25.30 25.3 第6排水区 1.50 1.5

第4排水区 1.90 1.9 第4排水区 2.10 2.1 第1-2排水区 10.10 10.1 第7排水区 0.90 0.9

第5排水区 14.80 14.8 第5-1排水区 2.10 2.1 第1-3排水区 64.30 64.3 第8排水区 3.70 3.7

第6排水区 28.70 28.7 第5-2排水区 6.70 6.7 第2排水区 24.50 24.5 第9排水区 0.80 0.8

第7排水区 14.20 14.2 第6-1排水区 3.70 3.7 第3排水区 17.70 17.7 第10排水区 5.80 5.8

第8排水区 23.50 23.5 第6-2排水区 1.60 1.6 第4排水区 6.30 6.3 第11排水区 10.50 10.5

第12排水区 28.30 28.3 第6-3排水区 3.60 3.6 第5排水区 19.20 19.2 第12排水区 1.70 1.7

第13排水区 8.00 8.0 第7排水区 5.90 5.9 第6排水区 15.40 15.4 第13排水区 3.30 3.3

第14排水区 94.00 94.0 第8排水区 4.10 4.1 小計 182.80 182.8 第14排水区 3.90 3.9

小計 215.00 215.0 第9-1排水区 2.20 2.2 第1排水区 8.70 8.7 第15排水区 2.50 2.5

第1排水区 13.40 13.4 第9-2排水区 5.70 5.7 第2排水区 7.40 7.4 第16排水区 2.40 2.4

第2排水区 12.50 12.5 第9-3排水区 3.30 3.3 第3排水区 52.50 52.5 小計 48.40 48.4

第3排水区 7.30 7.3 小計 67.00 67.0 第4排水区 31.00 31.0 第1排水区 5.40 5.4

小計 33.20 33.2 第1-1排水区 2.50 2.5 第5排水区 7.40 7.4 第2-1排水区 0.80 0.8

第1排水区 7.00 7.0 第1-2排水区 1.90 1.9 小計 107.00 107.0 第2-2排水区 13.00 13.0

第2排水区 4.00 4.0 第2排水区 11.40 11.4 第1排水区 1.10 1.1 第3-1排水区 2.30 2.3

小計 11.00 11.0 第3排水区 5.00 5.0 第2排水区 2.40 2.4 第3-2排水区 10.40 10.4

第4-1排水区 1.10 1.1 第3排水区 5.70 5.7 第3-3排水区 0.70 0.7

第1排水区 23.30 23.3 第4-2排水区 2.00 2.0 第4排水区 5.90 5.9 第3-4排水区 0.90 0.9

第2排水区 16.30 16.3 第5排水区 22.40 22.4 第5排水区 8.70 8.7 第3-5排水区 1.70 1.7

第3排水区 27.00 27.0 第6-1排水区 3.60 3.6 第6排水区 2.20 2.2 第4-1排水区 2.90 2.9

第4排水区 7.50 7.5 第6-2排水区 1.20 1.2 第8排水区 60.20 35.7 第4-2排水区 1.50 1.5

第7排水区 10.50 10.5 第6-3排水区 4.60 4.6 第11排水区 1.40 1.4 第5-1排水区 2.30 2.3

第8排水区 2.90 2.9 第7排水区 52.30 52.3 第12排水区 5.90 5.9 第5-2排水区 2.60 2.6

第9排水区 11.10 11.1 小計 108.00 108.0 第13排水区 32.20 32.2 第6-1排水区 62.40 62.4

第10排水区 11.50 11.5 第1排水区 1.50 1.5 第14排水区 46.30 46.3 第6-2排水区 0.90 0.9

第11排水区 69.40 69.4 第2排水区 1.60 1.6 第15排水区 7.50 7.5 第6-3排水区 0.40 0.4

第12排水区 6.40 6.4 第3排水区 4.90 4.9 第16排水区 45.00 45.0 第6-4排水区 0.90 0.9

第13排水区 25.40 25.4 第4排水区 1.90 1.9 第17排水区 24.60 24.6 第7-1排水区 0.70 0.7

第14排水区 2.70 2.7 第5排水区 2.70 2.7 第18排水区 4.40 4.4 第7-2排水区 13.30 13.3

小計 214.00 214.0 第6排水区 3.80 3.8 小計 253.50 229.0 第7-3排水区 2.20 2.2

第1排水区 10.30 10.3 第7排水区 25.70 25.7 第1排水区 1.10 1.1 小計 125.30 125.3

第4排水区 8.40 8.4 第8排水区 3.10 3.1 第2排水区 1.90 1.9 第1排水区 8.50 8.5

第5排水区 7.60 7.6 小計 45.20 45.2 第3排水区 12.30 12.3 第2-1排水区 3.40 3.4

第6排水区 15.60 15.6 第1排水区 48.60 48.6 第4排水区 1.70 1.7 第2-2排水区 20.10 20.1

第7排水区 11.60 11.6 第2排水区 6.60 6.6 第5排水区 6.50 6.5 小計 32.00 32.0

第8排水区 28.20 28.2 第3排水区 35.50 35.5 第6排水区 4.40 4.4 第1排水区 12.70 -

第10排水区 24.70 24.7 第8排水区 19.20 19.2 第7排水区 2.90 2.9 第2排水区 2.60 -

第11排水区 66.70 66.7 第11排水区 9.00 9.0 第8排水区 2.20 2.2 第3排水区 1.50 -

第12排水区 8.40 8.4 第12排水区 30.00 30.0 第11排水区 18.50 18.5 第4排水区 2.90 -

第13排水区 2.40 2.4 小計 148.90 148.9 第12排水区 11.20 11.2 第5排水区 71.10 -

第14排水区 4.90 4.9 第1排水区 0.60 0.6 第13排水区 15.80 15.8 第6排水区 113.90 -

第15排水区 2.70 2.7 小計 0.60 0.6 第14排水区 98.20 98.2 小計 204.70 -

第16排水区 2.40 2.4 第15排水区 21.70 21.7 2,710.00 2,474.0

第17排水区 24.50 24.5 第1排水区 0.10 0.1 小計 198.40 198.4

第18排水区 3.00 3.0 第2排水区 1.40 1.4

第19排水区 25.40 25.4 第3排水区 18.00 18.0

第20排水区 5.70 5.7 第4排水区 1.20 1.2

第21排水区 48.20 48.2 第5排水区 4.50 4.5

第22排水区 5.30 5.3 第6排水区 14.00 14.0

第23排水区 4.40 4.4 小計 39.20 39.2

第24排水区 11.80 11.8

第25排水区 9.46 9.5

第26排水区 179.94 179.9

第27排水区 12.50 12.5

第28排水区 14.40 14.4

第29排水区 61.10 61.1

小計 599.60 599.6
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（4） 計画下水量及びその算出の根拠 

イ． 人口及び人口密度並びにこれらの推定根拠 

これまでの処理分区人口は、過年度の各処理分区ごと,用途地域ごとの実績を踏まえて、目

標年次における処理分区別人口を設定していたが、人口減少下の施設計画を適正規模で行う

必要がある。 

平成 21 年 6 月に「中川流域下水道全体計画」見直しに伴う計画フレーム調査があり、平成

20 年度の町丁別実績値からの流総計画値に基づく係数補正にて算出された計画人口につい

て検証したところ、本市において妥当であると判断し、流総値に適合した下水道計画人口を設

定している。 

本市の全体計画（令和 6 年）の下水道計画人口は 225,600 人（下水道計画区域外人口 0 人

で行政人口が全て下水道計画区域内人口となる）で、事業計画年（令和 6 年）の下水道計画人

口は 223,440 人である。本計画では、この値を採用する。  

全体計画（令和 6 年）の処理分区別用途地域別面積及び計画人口を表－6 に示す。 

また、事業計画区域の計画人口（令和 6 年）を表－7 に示す。なお、今回計画では水洗化率

は考慮しない。 

 


